
道路運送車両の保安基準【2013.8.30】 

第12条（制動装置） 

－1－ 

 （制動装置） 

第12条 自動車には、走行中の自動車が確実かつ安全に減速及び停止を行うことができ、

かつ、平坦な舗装路面等で確実に当該自動車を停止状態に保持できるものとして、制動

性能に関し告示で定める基準に適合する独立に作用する2系統以上の制動装置を備えな

ければならない。ただし、最高速度35キロメートル毎時未満の大型特殊自動車、農耕作

業用小型特殊自動車及び最高速度25キロメートル毎時未満の自動車にあつては、走行中

の自動車が確実かつ安全に減速及び停止を行うことができ、かつ、平坦な舗装路面等で

確実に当該自動車を停止状態に保持できるものとして、制動性能に関し告示で定める基

準に適合する1系統の制動装置を備えればよい。 

２ 車両総重量750キログラム以下の被牽引自動車にあつては、当該被牽引自動車を牽引す

る牽引自動車が、当該被牽引自動車を連結した状態において、走行中の牽引自動車及び

被牽引自動車が確実かつ安全に減速及び停止を行うことができるものとして、制動性能

に関し告示で定める基準に適合する制動装置を備えた場合には、前項の規定にかかわら

ず、主制動装置（走行中の自動車の制動に常用する制動装置をいう。以下同じ。）を省略

することができる。 

 

 


